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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアコンディショナーにおいて使用するための改善された冷媒組成物であって：
　ｉ）フルオロカーボンを含み該フルオロカーボンが冷媒組成物の少なくとも５０質量％
の濃度で存在する、冷媒；
　ｉｉ）冷媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減する潤滑剤；および
　ｉｉｉ）シロキサンを含む酸捕捉剤；
を含み、シロキサンがアルキルシロキサンである、改善された冷媒組成物。
【請求項２】
　エアコンディショナーにおいて使用するための改善された冷媒組成物であって：
　ｉ）フルオロカーボンを含み該フルオロカーボンが冷媒組成物の少なくとも５０質量％
の濃度で存在する、冷媒；
　ｉｉ）冷媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減する潤滑剤；および
　ｉｉｉ）酸捕捉剤；
を含み、酸捕捉剤が、フリーデル－クラフツ付加反応に対して活性化された芳香族分子を
含み、芳香族分子がジフェニルオキサイドを含む、改善された冷媒組成物。
【請求項３】
　シロキサンが、冷媒組成物の総質量基準で０．００５０質量％～１０質量％の濃度で存
在する、請求項１に記載の冷媒組成物。
【請求項４】
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　前記アルキルシロキサンがヘキサメチルジシロキサンを含む、請求項１に記載の冷媒組
成物。
【請求項５】
　フルオロカーボンがヒドロフルオロカーボンを含む、請求項１～４のいずれかに記載の
冷媒組成物。
【請求項６】
　ｉ）冷媒組成物が、ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアルミ
ニウム、銅および鉄の金属ストリップでのエージングの後に１つの液相を有し；
　ｉｉ）冷媒組成物が、ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアル
ミニウム、銅および鉄の金属ストリップでのエージングの後に総酸価３．３ｍｇＫＯＨ／
ｇ未満を有し；または、
ｉｉｉ）ｉ）およびｉｉ）の両者であり；そして、
　フルオロカーボンがヒドロフルオロカーボンを含み、かつ潤滑剤およびヒドロフルオロ
カーボンが０℃～４０℃で混和可能である、請求項１～５のいずれかに記載の改善された
冷媒組成物。
【請求項７】
　フルオロカーボンが、分子当たり３～１２個の炭素原子および少なくとも３個のフッ素
原子を含有するヒドロフルオロカーボンを含み、そして該ヒドロフルオロカーボンが、地
球温暖化係数（ＧＷＰ）１０未満を有する、請求項１～６のいずれかに記載の冷媒組成物
。
【請求項８】
　フルオロカーボンが、冷媒組成物の総質量基準で少なくとも７０質量％の濃度で存在す
る、請求項１～７のいずれかに記載の冷媒組成物。
【請求項９】
　潤滑剤が第１のポリアルキレングリコールを含み、該第１のポリアルキレングリコール
が、第１のポリアルキレングリコールモノオール、ポリアルキレンジオールまたはこれら
の任意の組合せを含む、請求項１～８のいずれかに記載の冷媒組成物。
【請求項１０】
　第１のポリアルキレングリコールが、プロピレンオキサイドホモポリマーまたはポリエ
チレンオキサイドホモポリマーであって式Ｉ：
Ｚ－［－（ＣＨ2－ＣＨ（Ｒ1）－Ｏ－）n－Ｒ2］p　（式Ｉ）
（式中、ｐは１～８の範囲の整数であり、ｎは１５～１００の平均値を有し、Ｒ1はＨま
たはＣＨ3であり、Ｒ2はＨまたは１～６炭素原子のアルキル基であり、そしてＺはｐ活性
水素を有する化合物の残基である。）
で表されるものを含む、請求項９に記載の冷媒組成物。
【請求項１１】
　第１のポリアルキレングリコールが、プロピレンオキサイドとエチレンオキサイドとの
ランダムコポリマーを含む、請求項９または１０に記載の冷媒組成物。
【請求項１２】
　エアコンディショナーにおいて使用するための改善された冷媒組成物であって：
　ｉ）フルオロカーボンを含み該フルオロカーボンが冷媒組成物の少なくとも５０質量％
の濃度で存在する、冷媒；
　ｉｉ）冷媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減する潤滑剤；および
　ｉｉｉ）酸捕捉剤；
を含み、潤滑剤が第１のポリアルキレングリコールを含み、そして該酸捕捉剤が付加物を
含み、
付加物が、第２のポリアルキレングリコールとシリルクロリドとの反応生成物を含む、冷
媒組成物。
【請求項１３】
　フルオロカーボンが、ＧＷＰ１０未満およびＯＤＰ約ゼロを有するヒドロフルオロカー
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ボンを含み、冷媒組成物は、
　ｉ）ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアルミニウム、銅およ
び鉄の金属ストリップでのエージングの後に１つの液相を有するか；または
　ｉｉ）ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアルミニウム、銅お
よび鉄の金属ストリップでのエージングの後に総酸価３．３ｍｇＫＯＨ／ｇ未満を有する
か；
のいずれかまたは両者を示し、該第１のポリアルキレングリコールおよび該ヒドロフルオ
ロカーボンが、－４０℃～６０℃で混和可能である、請求項１２に記載の冷媒組成物。
【請求項１４】
　シリルクロリドが、式ＩＩ：
【化１】

（式中、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5はアルキル、芳香族、アリル、または水素であり、かつ各々が０
～４個の炭素原子を含有する。）
の構造を有する、請求項１２または１３に記載の冷媒組成物。
【請求項１５】
　シリルクロリドがトリメチルシリルクロリドを含む、請求項１４に記載の冷媒組成物。
【請求項１６】
　ｉ）フルオロカーボンを含み該フルオロカーボンが冷媒組成物の少なくとも５０質量％
の濃度で存在する、冷媒；
　ｉｉ）冷媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減する潤滑剤；および
　ｉｉｉ）酸捕捉剤；
を含む冷媒組成物であって、
　酸捕捉剤が、式ＩＩＩ：

【化２】

（式中、ｐは、１～８の範囲の整数であり、
　ｎの平均値は１５～１００の範囲であり、
　Ｒ9はＨまたはＣＨ3であり、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8は各々が１～１００個の炭素原子を含有す
るアルキル基、１～１００個の炭素原子を含有するアリール基、またはこれらの任意の組
合せであり、そして
　Ｚは、ｐ活性水素を有する化合物の残基である。）
で与えられる構造を有するシロキサンを含む、冷媒組成物。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれかに記載の冷媒組成物のためのキットであって：
　ｉ）ヒドロフルオロカーボンを含みＧＷＰ１０未満およびＯＤＰ約ゼロを有する冷媒成
分；ならびに
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　ｉｉ）冷媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減するための潤滑剤を含む
潤滑剤成分；
を含み、該キットが、該酸捕捉剤を更に含み；
　該冷媒成分が酸捕捉剤を含むか、該潤滑剤成分が酸捕捉剤を含むか、該キットが、酸捕
捉剤を含む酸捕捉剤成分を含むか、またはこれらの任意の組合せである、キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　優先権の主張
　本件出願は、米国仮特許出願第６１／０４２，３９２号（「冷媒組成物」、Ｓｅｒｒａ
ｎｏらにより２００８年４月４日に出願）（その内容の全部を参照により本明細書に組入
れる）の出願日の利益を主張する。
【０００２】
　発明の分野
　本発明は、冷却および保冷（refrigeration）を与える装置において使用するための改
善された組成物に関する。
【背景技術】
【０００３】
　発明の背景
　環境問題ならびに保冷および空調産業において使用する冷媒組成物への新たな規制に対
応して、新たな冷媒組成物が開発されている。冷媒の環境への優しさは、しばしば、「地
球温暖化係数」（ＧＷＰ）として知られる基準、または「オゾン層破壊係数」（ＯＤＰ）
として知られる基準の一方または両者によって特徴付けられる。
【０００４】
　ＧＷＰ値は、気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）によって確立される数であり
、物質に起因する地球温暖化の量を指す。ＯＤＰ値は、米国環境保護庁によって規定され
る数であり、クロロフルオロカーボン－１１（ＣＦＣ０９１１、化学的にはトリクロロフ
ルオロメタンとして知られる）と比較しての物質によるオゾン層破壊の量を指す（４２　
Ｕ．Ｓ．Ｃ．７６７１，”（１０）　Ｏｚｏｎｅ－Ｄｅｐｌｅｔｉｏｎ　Ｐｏｔｅｎｔｉ
ａｌ”（参照により組入れる）にて与えられる通り）。
【０００５】
　これまでになされた進展の例として、より環境に優しい冷媒の探求が、１９８０年代初
頭に進められた。これは、冷媒，例えばＲ－１２（ジクロロジフルオロメタン）（これは
、ＧＷＰ約１６００およびＯＤＰ１を有する）が原因の１つである大気中のオゾンの破壊
についての理論に対するものであった。１９９０年代、より低いオゾン層破壊係数を有す
る冷媒，例えばＲ－１３４ａ（１，１，１，２－テトラフルオロエタン、テトラフルオロ
エタンともいう）が紹介された。Ｒ－１３４ａは、ＯＤＰがゼロであるが、なおＧＷＰ約
１２００を有する。
【０００６】
　多くの場合で、新たな冷媒材料は、環境への影響が低いこと以外に、以下の特徴の１つ
以上をも有するべきである：多くの存在する冷媒システムにおいて機能する能力、比較的
低い可燃性、比較的低い毒性、アルミニウム、銅および鉄との温度１７５℃未満での反応
（例えば腐食）が最小限であるかまたはないこと、または良好な熱安定性（ＡＮＳＩ　Ａ
ＳＨＲＡＥ　９７を用いて試験される）。
【０００７】
　Ｌｅｃｋら（第ＷＯ２００７／１２６７６０号）は、シランを含む安定剤をヨードトリ
フルオロメタン冷媒を含有する組成物中で使用することを教示する。Ｍｏｕｌｉら（第２
００８／０２７５９５号）は、アルキルシランを、フルオロオレフィンを含有する冷媒組
成物中の安定剤として使用することを教示する。ホスフェート、ホスファイト、エポキシ
ド、およびフェノール性の添加剤もまた、特定の冷媒組成物において採用されてきた。こ
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れらは例えばＫａｎｅｋｏ　（米国特許出願第１１／５７５２５６号、第２００７０２９
０１６４号として公開）　およびＳｉｎｇｈら（米国特許出願第１１／２５０２１９号、
第２００６０１１６３１０号として公開）に記載されている。これらの前記した出願の全
ては明白に参照により本明細書に組入れる。
【０００８】
　低いオゾン層破壊係数および低いＧＷＰを有する特定の組成物（例えばＬｅｃｋら、米
国特許出願第１１／６５３，１２５号、公開番号第２００７／０１８７６３９号、段落１
０（参照により本明細書に組入れる）を参照のこと）が、冷媒組成物中で使用するために
提案されてきた。
【０００９】
　ポリマー材料，例えばフルオロアルキルポリシロキサン（例えば、Ｋａｗａｇｕｃｈｉ
ら、米国特許第６，４７５，４０５号、第９欄、第１３行を参照のこと）が、冷媒組成物
中の耐負荷添加剤として提案または使用されてきた。
【００１０】
　ポリシロキサンポリオキシアルキレンブロックコポリマーは界面活性剤として、フルオ
ロカーボン泡の発泡剤とともに、Ｓｉｎｇｈら（第２００６／０６９３６２号）（フルオ
ロカーボン／界面活性剤組成物を使用してのポリマーの発泡を教示する）によって使用さ
れてきた。
【００１１】
　改善された特性，例えば比較的低い環境影響、比較的良好な相溶性、金属に対する比較
的低い腐食性、比較的低いコスト、比較的低い酸価、これらの任意の組合せ等を有する改
善された冷媒組成物を開発するための継続的な努力がある。冷媒組成物の１つ以上の特性
の改善は、典型的には、１つ以上の異なる特性に負に作用する。
【００１２】
　従って、経済的および効率的に、１つ、２つ、３つまたはこれを超える改善された特性
を与えることができる、冷媒組成物中で使用するための堅牢な酸捕捉剤に対する要求が存
在する。特に、低い地球温暖化係数、低いオゾン層破壊係数、または両者を有する溶媒組
成物における改善された酸捕捉剤に対する要求が存在し続ける。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　発明の要約
　本発明の種々の側面を通じ、本発明は、１つの広範な側面において、エアコンディショ
ナーにおいて使用するための改善された冷媒（refrigerant）組成物を提供することによ
って上記の要求の幾つかまたは全てに対処し、該冷媒組成物は：フルオロカーボン（フッ
化炭素）を含み該フルオロカーボンが冷媒組成物の少なくとも約５０質量％の濃度で存在
する、冷媒；冷媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減する潤滑剤；および
シロキサン、活性化された芳香族化合物、またはこれらの任意の混合物を含む酸捕捉剤；
を含む。
【００１４】
　本発明の側面はまた、冷媒組成物のためのキットを対象とし、該キットは、ヒドロフル
オロカーボンを含みＧＷＰ約１０未満およびＯＤＰ約ゼロを有する冷媒成分；ならびに冷
媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減するための潤滑剤を含む潤滑剤成分
；を含む。該キットは、酸捕捉剤を更に含み、該酸捕捉剤は、シロキサン、活性化された
芳香族化合物、またはこれらの任意の混合物を含む。冷媒成分が酸捕捉剤を含むか；潤滑
剤成分が酸捕捉剤を含むか；該キットが酸捕捉剤を含む酸捕捉剤成分を更に含むか；また
はこれらの任意の組合せである。
【００１５】
　上記組成物を採用できる多くの用途の中でも、特に輸送手段用、建築物用、および流体
冷却用の冷却用途である。
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【００１６】
　全体的な得られる冷媒組成物は、有利に、比較的低い腐食性を有することにより、該組
成物と接触する冷媒システムの金属（例えばアルミニウム、銅、または鉄）部分が受ける
腐食が比較的低い。冷媒組成物の比較的低い腐食性は、冷媒組成物が以下の特性の１つま
たは任意の組合せを有利に示すようなものであることができる：エージング後の総酸価３
．３ｍｇＫＯＨ／ｇ未満（ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのア
ルミニウム、銅および鉄の金属ストリップでのエージングの後に、ＡＳＴＭ　Ｄ６６４－
０１で測定したとき）を有すること；総ハロゲン化物濃度（例えばフッ素イオン濃度）約
２４０ｐｐｍ未満（ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアルミニ
ウム、銅および鉄の金属ストリップでのエージングの後に、イオンクロマトグラフィによ
って測定したとき）を有すること；総有機酸濃度約６００ｐｐｍ未満（ＡＮＳＩ　ＡＳＨ
ＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアルミニウム、銅および鉄の金属ストリップで
のエージングの後に、イオンクロマトグラフィによって測定したとき）を有すること。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　発明の詳細な説明
　本発明は、冷却および／または保冷（refrigeration）のための改善された組成物、方
法およびシステムを含む。組成物および方法は、冷却を生成するための固定式または移動
式のシステムにおいて使用できる。例えば、該組成物および方法は、商業用、工業用また
は居住用建築物のエアコンディショニングシステムにおいて使用できる。該組成物および
方法はまた、冷蔵庫または冷凍庫（固定式および移動式）において、商業用、工業用また
は居住用のいずれにも使用できる。本発明は、これらの好ましい用途を、自動車（例えば
、車両エアコンディショニングシステム）または他の携帯用冷却システムにおいて見出す
。
【００１８】
　本発明は、少なくとも１種の冷媒および少なくとも１種の潤滑剤を含む冷媒組成物を、
保冷装置を通じて循環させることを含む。保冷装置は、コンプレッサ、コンデンサおよび
エバポレータを含むことができ、膨張装置，例えばキャピラリチューブ、オリフィスまた
は熱膨張バルブ（コンデンサとエバポレータとの間の）等を含む液体冷媒ラインを有する
。運転において、コンプレッサは冷媒蒸気を圧縮し、これを次いでコンデンサ内で凝縮さ
せて液体状態にし、そして液体ラインおよび膨張装置を通過してエバポレータに入る。冷
媒はエバポレータ内で蒸発し、これによりその蒸発時の潜熱を周囲環境から吸収し、これ
が冷却を与える。
【００１９】
　本発明は、安定剤，例えば酸捕捉剤（これはシロキサン、活性化された芳香族化合物、
またはこれらの組合せを含む）を含む冷媒組成物の予期しない性能を前提とする。酸捕捉
剤は、比較的良好な安定性、比較的低いオゾン層破壊係数、比較的低い地球温暖化係数、
またはこれらの任意の組合せを有する改善された冷媒組成物において有利に採用できる。
【００２０】
　ここで好適な冷媒は、サイクルにおいて熱伝導流体として機能する化合物または化合物
の混合物であり、該流体は、液体から気体への相変化を受け、そして戻る。本発明の好ま
しい冷媒はフルオロカーボンであり、これは炭素原子、フッ素原子および任意に水素原子
を含む。本発明の一側面において、フルオロカーボンは、炭素、フッ素および任意に水素
の原子のみを含有してもよく、そして好ましくは約３～約１２個の炭素原子、より好まし
くは約３～約７個の炭素原子を含有する。好ましいフルオロカーボンとしては、フルオロ
アルカン、フルオロオレフィン、またはこれらの混合物が挙げられる。好ましい一側面に
おいて、フルオロカーボンは、本質的にヨウ素原子不含有であるか、または更には完全に
ヨウ素原子不含有であることが望ましい場合がある。
【００２１】
　Ｌｅｃｋら（米国特許出願公開第２００７／０１８７６３９号、段落１０、参照により
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本明細書に組入れる）は、不飽和フルオロカーボン冷媒（これは、本発明においてフルオ
ロオレフィンとして使用できる）の例を更に列挙する。
【００２２】
　Ｌｅｃｋらの段落１０に記載されるように、代表的な不飽和フルオロカーボン冷媒また
は蓄熱流体としては、１，２，３，３，３－ペンタフルオロ－１－プロペン、１，１，３
，３，３－ペンタフルオロ－１－プロペン、１，１，２，３，３－ペンタフルオロ－１－
プロペン、１，２，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン、２，３，３，３－テトラフ
ルオロ－１－プロペン、１，３，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン、１，１，２，
３－テトラフルオロ－１－プロペン、１，１，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン、
１，２，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン、２，３，３－トリフルオロ－１－プロ
ペン、３，３，３－トリフルオロ－１－プロペン、１，１，２－トリフルオロ－１－プロ
ペン、１，１，３－トリフルオロ－１－プロペン、１，２，３－トリフルオロ－１－プロ
ペン、１，３，３－トリフルオロ－１－プロペン、１，１，１，２，３，４，４，４－オ
クタフルオロ－２－ブテン、１，１，２，３，３，４，４，４－オクタフルオロ－１－ブ
テン、１，１，１，２，４，４，４－ヘプタフルオロ－２－ブテン、１，２，３，３，４
，４，４－ヘプタフルオロ－１－ブテン、１，１，１，２，３，４，４－ヘプタフルオロ
－２－ブテン、１，３，３，３－テトラフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－プ
ロペン、１，１，３，３，４，４，４－ヘプタフルオロ－１－ブテン、１，１，２，３，
４，４，４－ヘプタフルオロ－１－ブテン、１，１，２，３，３，４，４－ヘプタフルオ
ロ－１－ブテン、２，３，３，４，４，４－ヘキサフルオロ－１－ブテン、１，１，１，
４，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン、１，３，３，４，４，４－ヘキサフルオロ－
１－ブテン、１，２，３，４，４，４－ヘキサフルオロ－１－ブテン、１，２，３，３，
４，４－ヘキサフルオロ－１－ブテン、１，１，２，３，４，４－ヘキサフルオロ－２－
ブテン、１，１，１，２，３，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン、１，１，１，２，３，
３－ヘキサフルオロ－２－ブテン、１，１，１，３，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテ
ン、１，１，２，３，３，４－ヘキサフルオロ－１－ブテン、１，１，２，３，４，４－
ヘキサフルオロ－１－ブテン、３，３，３－トリフルオロ－２－（トリフルオロメチル）
－１－プロペン、１，１，１，２，４－ペンタフルオロ－２－ブテン、１，１，１，３，
４－ペンタフルオロ－２－ブテン、３，３，４，４，４－ペンタフルオロ－１－ブテン、
１，１，１，４，４－ペンタフルオロ－２－ブテン、１，１，１，２，３－ペンタフルオ
ロ－２－ブテン、２，３，３，４，４－ペンタフルオロ－１－ブテン、１，１，２，４，
４－ペンタフルオロ－２－ブテン、１，１，２，３，３－ペンタフルオロ－１－ブテン、
１，１，２，３，４－ペンタフルオロ－２－ブテン、１，２，３，３，４－ペンタフルオ
ロ－１－ブテン、１，１，３，３，３－ペンタフルオロ－２－メチル－１－プロペン、２
－（ジフルオロメチル）－３，３，３－トリフルオロ－１－プロペン、３，３，４，４－
テトラフルオロ－１－ブテン、１，１，３，３－テトラフルオロ－２－メチル－１－プロ
ペン、１，３，３，３－テトラフルオロ－２－メチル－１－プロペン、２－（ジフルオロ
メチル）－３，３－ジフルオロ－１－プロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ－２－
ブテン、１，１，１，３－テトラフルオロ－２－ブテン、１，１，１，２，３，４，４，
５，５，５－デカフルオロ－２－ペンテン、１，１，２，３，３，４，４，５，５，５－
デカフルオロ－１－ペンテン、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－（トリフ
ルオロメチル）－２－ブテン、１，１，１，２，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－２
－ペンテン、１，１，１，３，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン、１，
２，３，３，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－１－ペンテン、１，１，３，３，４，
４，５，５，５－ノナフルオロ－１－ペンテン、１，１，２，３，３，４，４，５，５－
ノナフルオロ－１－ペンテン、１，１，２，３，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－２
－ペンテン、１，１，１，１２，３，４，４，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン、１
，１，１，２，３，４，５，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン、１，２，３，４，４
，４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，１，２，４，４
，４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，１，１，４，４
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，４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－２－ブテン、１，１，３，４，４
，４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、２，３，３，４，４
，５，５，５－オクタフルオロ－１－ペンテン、１，２，３，３，４，４，５，５－オク
タフルオロ－１－ペンテン、３，３，４，４，４－ペンタフルオロ－２－（トリフルオロ
メチル）－１－ブテン、１，１，４，４，４－ペンタフルオロ－３－（トリフルオロメチ
ル）－１－ブテン、１，３，４，４，４－ペンタフルオロ－３－（トリフルオロメチル）
－１－ブテン、１，１，４，４，４－ペンタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１
－ブテン、１，１，１，４，４，５，５，５－オクタフルオロ－２－ペンテン、３，４，
４，４－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、３，３，４，４，
５，５，５－ヘプタフルオロ－１－ペンテン、２，３，３，４，４，５，５－ヘプタフル
オロ－１－ペンテン、１，１，３，３，５，５，５－ヘプタフルオロ－１－ペンテン、１
，１，１，２，４，４，４－ヘプタフルオロ－３－メチル－２－ブテン、２，４，４，４
－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，４，４，４－テトラ
フルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１，４，４，４－テトラフルオロ
－３－（トリフルオロメチル）－２－ブテン、２，４，４，４－テトラフルオロ－３－（
トリフルオロメチル）－２－ブテン、３－（トリフルオロメチル）－４，４，４－トリフ
ルオロ－２－ブテン、３，４，４，５，５，５－ヘキサフルオロ－２－ペンテン、１，１
，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－メチル－２－ブテン、３，３，４，５，５，５
－ヘキサフルオロ－１－ペンテン、４，４，４－トリフルオロ－２－（トリフルオロメチ
ル）－１－ブテン、１，１，２，３，３，４，４，５，５，６，６，６－ドデカフルオロ
－１－ヘキセン、１，１，１，２，２，３，４，５，５，６，６，６－ドデカフルオロ－
３－ヘキセン、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２，３－ビス（トリフルオロ
メチル）－２－ブテン、１，１，１，４，４，５，５，５－オクタフルオロ－２－トリフ
ルオロメチル－２－ペンテン、１，１，１，３，４，５，５，５－オクタフルオロ－４－
（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、１，１，１，４，５，５，５－ヘプタフルオロ
－４－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、１，１，１，４，４，５，５，６，６，
６－デカフルオロ－２－ヘキセン、１，１，１，２，２，５，５，６，６，６－デカフル
オロ－３－ヘキセン、３，３，４，４，５，５，６，６，６－ノナフルオロ－１－ヘキセ
ン、４，４，４－トリフルオロ－３，３－ビス（トリフルオロメチル）－１－ブテン、１
，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－３－メチル－２－（トリフルオロメチル）－２
－ブテン、２，３，３，５，５，５－ヘキサフルオロ－４－（トリフルオロメチル）－１
－ペンテン、１，１，１，２，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－３－メチル－２－ペ
ンテン、１，１，１，５，５，５－ヘキサフルオロ－４－（トリフルオロメチル）－２－
ペンテン、３，４，４，５，５，６，６，６－オクタフルオロ－２－ヘキセン、３，３，
４，４，５，５，６，６－オクタフルオロ－２－ヘキセン、１，１，１，４，４－ペンタ
フルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、４，４，５，５，５－ペンタフ
ルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１－ペンテン、３，３，４，４，５，５，５－ヘ
プタフルオロ－２－メチル－１－ペンテン、１，１，１，２，３，４，４，５，５，６，
６，７，７，７－テトラデカフルオロ－２－ヘプテン、１，１，１，２，２，３，４，５
，５，６，６，７，７，７－テトラデカフルオロ－２－ヘプテン、１，１，１，３，４，
４，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－２－ヘプテン、１，１，１，２，
４，４，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－２－ヘプテン、１，１，１，
２，２，４，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－３－ヘプテン、１，１，
１，２，２，３，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－３－ヘプテン、４，
４，５，５，６，６，６－ヘプタフルオロ－２－ヘキセン、４，４，５，５，６，６，６
－ヘプタフルオロ－１－ヘキセン、１，１，１，２，２，３，４－ヘプタフルオロ－３－
ヘキセン、４，５，５，５－テトラフルオロ－４－（トリフルオロメチル）－１－ペンテ
ン、１，１，１，２，５，５，５－ヘプタフルオロ－４－メチル－２－ペンテン、１，１
，１，３－テトラフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、１，２，３，
３，４，４－ヘキサフルオロシクロブテン、３，３，４，４－テトラフルオロシクロブテ
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ン、３，３，４，４，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテン、１，２，３，３，４，４
，５，５－オクタフルオロシクロペンテン、１，２，３，３，４，４，５，５，６，６－
デカフルオロシクロヘキセン、１，１，１，２，３，４，５，５，５－ノナフルオロ－４
－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン、ペンタフルオロエチルトリフルオロビニルエ
ーテル、トリフルオロメチルトリフルオロビニルエーテル；またはこれらの任意の組合せ
が挙げられる。
【００２３】
　Ｍｉｎｏｒら（米国特許出願公開第２００７／０２８９３１７号、参照により本明細書
に組入れる）は、飽和および不飽和のフルオロカーボン冷媒（本発明においてフルオロア
ルカンとして使用できる）の例を更に列挙する。Ｍｉｎｏｒらの段落８１に記載されるよ
うに、代表的なヒドロフルオロカーボンは、式ＣxＨ2x+2-yＦyまたはＣxＨ2x-yＦy（式中
、ｘは、３～８であることができ、そしてｙは１～１７であることができる）で表すこと
ができる。ヒドロフルオロカーボンは、直鎖、分岐鎖または環状；飽和または不飽和の、
約３～８個の炭素原子を有する化合物であることができる。限定しないが、使用できる例
示のフルオロアルカンとしては、Ｍｉｎｏｒらの段落４７～７８に記載されるように：１
，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパン；１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロ
パン；１，１，３－トリフルオロプロパン；１，１，３－トリフルオロプロパン；１，３
－ジフルオロプロパン；２－（ジフルオロメチル）－１，１，１，２，３，３－ヘキサフ
ルオロプロパン；１，１，２，２，３，３，４，４－オクタフルオロブタン；１，１，１
，２，２，４－ヘキサフルオロブタン；１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン；１
，１－ジフルオロブタン；１，３－ジフルオロ－２－メチルプロパン；１，２－ジフルオ
ロ－２－メチルプロパン；１，２－ジフルオロブタン；１，３－ジフルオロブタン；１，
４－ジフルオロブタン；２，３－ジフルオロブタン；１，１，１，２，３，３，４，４－
オクタフルオロ－（トリフルオロメチル）ブタン；１，１，１，２，２，３，３，４，４
，５，５－ウンデカフルオロペンタン；１，１，１，２，２，３，４，５，５，５－デカ
フルオロペンタン；１，１，１，２，２，３，３，５，５，５－デカフルオロペンタン；
１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタン；１，１
，１－トリフルオロペンタン；１，１，１－トリフルオロ－３－メチルブタン；１，１－
ジフルオロペンタン；１，２－ジフルオロペンタン；２，２－ジフルオロペンタン；１，
１，１－トリフルオロヘキサン；１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５，６，６
－トリデカフルオロヘキサン；１，１，１，２，２，５，５，５－オクタフルオロ－４－
（トリフルオロメチル）ペンタン；１，１，２，２－テトラフルオロシクロブタン；３，
３，４，４，５，５，６，６，６－ノナフルオロ－１－ヘキセン；およびこれらの組合せ
が挙げられる。
【００２４】
　冷媒は、好ましくは低いＧＷＰ、約１５０未満、好ましくは約１００未満、より好まし
くは約１０未満、および最も好ましくは約６未満を有する。冷媒は、好ましくは、最小発
火エネルギー（ＭＩＥ）少なくとも２００ｍＪ（ＡＳＴＭ　Ｅ－５８２で測定したとき）
を有する。フルオロオレフィンの２１℃でのより低い可燃性限界は、少なくとも約５体積
％（ＡＳＴＭ　Ｅ－６８１で測定したとき）であることができる。
【００２５】
　冷媒は、上記の個々の冷媒の１種または組合せを含むことができる。
【００２６】
　冷媒組成物は、冷媒システムの機構部分の摩耗を低減できる任意の潤滑剤を含む。潤滑
剤は、好ましくは、冷媒中での十分な溶解性を有して該潤滑剤がエバポレータからコンプ
レッサに確実に戻れるようにする。更に、潤滑剤は、好ましくは、比較的低粘度を低温に
て有し、これにより該潤滑剤が低温のエバポレータを通過できるようにする。１つの好ま
しい態様において、冷媒および潤滑剤は広範囲の温度に亘って混和性である。
【００２７】
　好ましい潤滑剤は、１種以上の極性含酸素化合物であることができる。好ましい極性含
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酸素化合物としては、ポリアルキレンオキサイド（ポリアルキレングリコール（ＰＡＧ）
としても知られる）、およびポリオールエステル（ＰＯＥ）が挙げられる。
【００２８】
　本発明で使用するポリアルキレングリコールとしては、１つより多いアルキレンオキサ
イドを含有し、末端の１つ以上が活性水素原子を含有しない部分（基）で開かれている化
合物が挙げられる。潤滑を容易にする任意のアルキレンオキサイドを使用できるが、エチ
レンオキサイドおよびプロピレンオキサイドが好ましく、そしてプロピレンオキサイドが
より好ましい。末端封鎖部分としては、潤滑または保冷に干渉しない任意の部分が挙げら
れる。好ましい末端封鎖部分としては、低級アルキル基が挙げられ、Ｃ1-4低級アルキル
基がより好ましい。好ましいＰＡＧ潤滑剤としては、１種または任意の組合せのアルキル
エーテル封止化合物、エステル封止化合物またはモノオール（少なくとも１水酸基を有す
るもの）が挙げられる。好ましいアルキレングリコールは、１末端封止または２末端封止
である。好ましいアルキルエーテル封止化合物としては、メチルエーテル、エチルエーテ
ル、プロピルエーテル、およびブチルエーテル封止化合物が挙げられる。ジオールおよび
トリオールもまた好適である。
【００２９】
　例示的なポリアルキレングリコール（例えば第１のポリアルキレングリコール）として
は、ポリアルキレングリコールモノオール、ポリアルキレングリコールジオール、および
ポリアルキレントリオール，例えばメタノール開始ポリアルキレングリコールおよびブタ
ノール開始ポリアルキレングリコールが挙げられる。ポリアルキレングリコールは、ホモ
ポリマー（例えばポリエチレングリコールもしくはポリプロピレングリコール）またはコ
ポリマーであることができる。好ましいホモポリマーは、１価および多価のアルコールで
開始されたプロピレンオキサイドから調製される、プロピレンオキサイド（ＰＯ）のポリ
マーであり、好ましいアルコール開始剤としては、メタノール、ブタノールおよびグリセ
リンが挙げられる。ポリアルキレングリコールコポリマーは、ランダムコポリマーまたは
ブロックコポリマーであることができる。２種以上のポリアルキレングリコールのブレン
ド物もまた使用できる。例えば、潤滑剤としては、ポリアルキレングリコールホモポリマ
ー（例えばメタノールまたはブタノール開始ポリプロピレングリコール）およびポリアル
キレングリコールコポリマー（例えば、エチレンオキサイドおよびプロピレンオキサイド
のランダムコポリマー，モノオールまたはジオールであることができる）のブレンド物を
挙げることができる。別の例として、潤滑剤は、２種以上のポリアルキレングリコールの
ブレンド物，例えば、ポリエチレングリコールおよびポリプロピレングリコールのブレン
ド物、または２種の異なるポリプロピレングリコールのブレンド物であることができる。
【００３０】
　本発明の一側面において、潤滑剤は、プロピレンオキサイドホモポリマーもしくはポリ
エチレンオキサイドホモポリマーであって式Ｉ：
Ｚ－［－（ＣＨ2－ＣＨ（Ｒ1）－Ｏ－）n－Ｒ2］p　（式Ｉ）
（式中、ｐは１～約８の範囲の整数であり、ｎの平均値は約１５～約１００の範囲であり
、Ｒ1はＨまたはＣＨ3であり、Ｒ2はＨまたは１～６炭素原子のアルキル基であり、そし
てＺはｐ活性水素を有する化合物の残基である。）
に従うものを含むか、または本質的にそれからなる。本発明のこの側面において、第１の
ポリアルキレングリコールはまた、（式Ｉに従ったプロピレンオキサイドホモポリマーに
加え）、モノオール開始ポリエチレンオキサイド、プロピレンオキサイドとエチレンオキ
サイドとのモノオール開始ランダムコポリマー、または組合せを含む。
【００３１】
　ＰＯＥ潤滑剤は、脂肪酸と多価アルコール，例えばジオール、トリオールおよびポリオ
ール、ならびに／または多価ポリエーテルとのエステルである。脂肪酸としては、２～２
０個の炭素原子を有する直鎖および分岐鎖の脂肪酸、ならびにまた、４～３６個の炭素原
子を有する多塩基（例えば二塩基）脂肪酸が挙げられる。ポリオールエステル潤滑剤は、
１種以上の脂肪酸、多価アルコールまたは多価ポリエーテルでのエステル化に由来するこ
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とができる。
【００３２】
　潤滑剤は、粘度約１０～約４６０ｃＳｔを４０℃にて、好ましくは約２２～約２２０ｃ
Ｓｔを４０℃にて、そして最も好ましくは約４０～約１５０ｃＳｔを４０℃にて有するよ
うに選択できる。
【００３３】
　他の可能な潤滑剤としては、アルキルベンゼンおよびポリビニルエーテルが挙げられる
。例えば、潤滑剤は、ポリアルキレンオキサイド、ポリオールエステル、アルキルベンゼ
ン、またはこれらの任意の組合せであることができる。
【００３４】
　本発明の別の側面において、潤滑剤の冷媒中での溶解性は温度依存性である。コンプレ
ッサ内の温度は、通常、エバポレータ内の温度よりも顕著に高いからである。好ましくは
、コンプレッサ内では、潤滑剤および冷媒は互いに分離でき、そして可溶性でなく；潤滑
剤は液体であり、かつ圧縮される冷媒は圧縮気体である。一方、エバポレータ内では、好
ましくは、潤滑剤および冷媒は相互に可溶性である。１つの特に好ましい状態は、コンプ
レッサ内の潤滑剤にもたらされる粘度の低下が最低限である（冷媒による希釈が最低限で
あることに起因して）ものである。これは転じて、より良好な潤滑性およびコンプレッサ
からの潤滑剤放出の低減をもたらす。同時に、低温溶解性は、コンプレッサから放出され
る任意の潤滑剤を確実に戻す助けとなる。よって、一態様において、低温溶解性および高
温不溶性を示す潤滑剤は望ましい。好ましい態様において、潤滑剤は、冷媒中で、温度約
－４０℃～約１００℃の間、およびより好ましくは約－４０℃～約４０℃の間で可溶性で
ある。別の態様において、コンプレッサ内の潤滑剤を維持しようとすることは優先ではな
く、よって、高温不溶性は好ましくない。この態様において、潤滑剤は温度約８０℃超、
より好ましくは温度約９０℃超、および最も好ましくは温度約１００℃超で可溶性である
。
【００３５】
　潤滑剤は、動粘度（４０℃で、ＡＳＴＭ　Ｄ４４５－０６に従って測定される）約５ｃ
Ｓｔ超、好ましくは約１０ｃＳｔ超、および最も好ましくは２０ｃＳｔ超を有することが
できる。潤滑剤は、動粘度（４０℃で、ＡＳＴＭ　Ｄ４４５－０６に従って測定される）
約６００ｃＳｔ未満、より好ましくは約３２０ｃＳｔ未満、および最も好ましくは約２１
０ｃＳｔ未満を有することができる。潤滑剤は、好ましくは、分子量（ゲルパーミエーシ
ョンクロマトグラフィ（ＧＰＣ）または飛行時間型質量分析（ＴＯＦ－ＭＳ）で測定され
る）約１０００～４０００、より好ましくは約１５００～約３５００を有することができ
る。これらの範囲内の分子量を有する潤滑剤は、Ｆａｌｅｘ摩耗試験で、これらの範囲外
の分子量の潤滑剤と比べて、より好ましいという結果を与える。
【００３６】
　冷媒および潤滑剤の組成物中の比率は、コンプレッサを潤滑するのに十分な潤滑剤が存
在するように決定する。典型的には、潤滑剤は、組成物をシステム中に充填する時点で、
総冷媒組成物の約１質量パーセント（ｗｔ％）超、好ましくは２ｗｔ％超、およびより好
ましくは５ｗｔ％超を構成する。潤滑剤は、組成物をシステム中に充填する時点で、総冷
媒組成物の約５０ｗｔ％未満、好ましくは３０ｗｔ％未満、およびより好ましくは約２０
ｗｔ％未満であることができる。潤滑剤のｗｔ％は、典型的には、冷媒と潤滑剤との相互
の溶解性、よって保冷装置で可能な操作温度に作用する。典型的には、冷媒は、組成物を
システム中に充填する時点で、総冷媒組成物の約５０質量パーセント（ｗｔ％）超、好ま
しくは７０ｗｔ％超、およびより好ましくは８０ｗｔ％超を構成する。冷媒は、組成物を
システム中に充填する時点で、総冷媒組成物の約９９ｗｔ％未満、好ましくは９８ｗｔ％
未満、およびより好ましくは約９５ｗｔ％未満であることができる。
【００３７】
　上記したように、冷媒組成物は、酸捕捉剤として機能できる安定剤を更に含む。好適な
安定剤としては、シロキサン、活性化された芳香族化合物、または組合せが挙げられる。
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【００３８】
　シロキサンは、シロキシ官能基を有する任意の分子であることができる。シロキサンと
しては、アルキルシロキサン、アリールシロキサン、またはアリールおよびアルキルの置
換基の混合物を含有するシロキサンを挙げることができる。例えば、シロキサンは、アル
キルシロキサン，例えばジアルキルシロキサンまたはポリアルキルジシロキサンであるこ
とができる。
【００３９】
　本発明の一側面において、シロキサンは、約１～約１２個の炭素原子を含有するアルキ
ルシロキサン，例えばヘキサメチルジシロキサンである。シロキサンはまた、ポリジアル
キルシロキサン（ここでアルキル基はメチル、エチル、プロピル、ブチル、またはこれら
の任意の組合せである）等のポリマーであることができる。好適なポリジアルキルシロキ
サンは、分子量約１００～約１０，０００を有する。高度に好ましいシロキサンとしては
、ヘキサメチルジシロキサン、ポリジメチルシロキサン、およびこれらの組合せが挙げら
れる。シロキサンは、本質的にポリジメチルシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、ま
たはこれらの組合せからなることができる。
【００４０】
　一態様において、好ましいシロキサンとしてはまた、シロキサン封止ポリアルキレング
リコール，例えば第２のポリアルキレングリコールおよびシロキサンの付加物が挙げられ
る。
【００４１】
　シロキシル含有安定剤は、第２のポリアルキレングリコールと、シロキサンまたはシリ
ルクロリドとの反応生成物である付加物（該付加物は、少なくとも１つのシロキシ基を含
むようなものである）であることができる。第２のポリアルキレングリコールは、任意の
当該分野で公知のポリアルキレングリコールであることができ、潤滑剤において使用でき
る第１のポリアルキレングリコールについて記載したものが挙げられる。シロキシル含有
付加物の１つの例は、第２のポリアルキレングリコールとシリルクロリドとの反応生成物
である。シリルクロリドは、式ＩＩ：
【００４２】

【化１】

【００４３】
（式中、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5は、アルキル基、芳香族基、アリル基、または水素である（好ま
しくは、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5は、アルキル基、芳香族基、またはアリル基である））
で与えられる構造を有するものとして特徴付けられる。シリルクロリドは、式ＩＩ（式中
、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5は、アルキル基、または水素であり、各々は、約０～約４個の炭素原子
（好ましくは１～４個の炭素原子）を含有する）の構造を有することができる。例示的な
シリルクロリドとしては、トリアルキルシリルクロリド（例えば、トリメチルシリルクロ
リド）が挙げられる。
【００４４】
　酸捕捉剤は、好ましくは、フルオロアルキルポリシロキサン（例えば、Ｋａｗａｇｕｃ
ｈｉら（米国特許第６，４７５，４０５号、２００２年１１月５日発行、第８欄第６３行
～第９欄第１８行）によって記載される耐負荷添加剤（anti- load additive））ではな
い。このように、好適な酸捕捉剤はフッ素原子不含有、Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ基不含有、または
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両者であることができる。
【００４５】
　シロキシル含有安定剤はまた、式ＩＩＩ：
【００４６】
【化２】

【００４７】
（式中、ｐは約１～約８の範囲の整数であり、ｎの平均値は約１５～約１００の範囲であ
り、Ｒ9はＨまたはＣＨ3であり、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8は各々、約１～約１００個の炭素原子を
含有するアルキル基、約１～約１００個の炭素原子を含有するアリール基、またはこれら
の任意の組合せであることができ、そしてＺはｐ活性水素を有する化合物の残基である。
）
で与えられる構造を有する付加物であることができる。
【００４８】
　活性化された芳香族化合物は、フリーデル－クラフツ付加反応に対して活性化された任
意の芳香族分子、またはその混合物であることができる。フリーデル－クラフツ付加反応
に対して活性化された芳香族分子は、鉱酸と付加反応できる任意の芳香族分子と定義する
。特には、適用環境（ＡＣシステム）中、またはＡＳＨＲＡＥ　Ｓｔａｎｄａｒｄ９７－
１９９熱安定性試験の間、のいずれかで鉱酸と付加反応できる芳香族分子である。このよ
うな分子または化合物は、典型的には、芳香環の水素原子を以下の基の１つで置換するこ
とによって活性化される：－ＮＨ2，－ＮＨＲ，－ＮＲ2，－ＯＨ，－Ｏ－，－ＮＨＣＯＣ
Ｈ3，－ＮＨＣＯＲ，－ＯＣＨ3，－ＯＲ，－ＣＨ3，－Ｃ2Ｈ5，－Ｒ，または－Ｃ6Ｈ5（
式中、Ｒは、炭化水素（好ましくは、約１～約１００個の炭素原子を含有する炭化水素）
である）。フリーデル－クラフツ付加反応に対して活性化された１つの高度に好ましい芳
香族分子は、ジフェニルオキサイドである。
【００４９】
　酸捕捉剤（例えば、活性化された芳香族化合物、シロキサン、または両者）は、比較的
低い総酸価をもたらす任意の濃度、比較的低い総ハロゲン化物濃度、比較的低い総有機酸
濃度、またはこれらの任意の組合せで存在できる。好ましくは、酸捕捉剤は、濃度約０．
００５０ｗｔ％超、より好ましくは約０．０５ｗｔ％超、および更により好ましくは約０
．１ｗｔ％超（例えば、約０．５ｗｔ％超）（冷媒組成物の総質量基準）で存在する。酸
捕捉剤は、好ましくは、濃度約３ｗｔ％未満、より好ましくは約２．５ｗｔ％未満、およ
び最も好ましくは約２ｗｔ％超（例えば、約１．８ｗｔ％未満）（冷媒組成物の総質量基
準）で存在する。
【００５０】
　冷媒組成物中に含まれることができ、そして好ましくは冷媒組成物から除外される酸捕
捉剤の追加の例としては、Ｋａｎｅｋｏ（米国特許出願第１１／５７５２５６号、第２０
０７０２９０１６４号として公開、段落４２、参照により明白に本明細書に組入れる）に
よって記載されるもの，例えば：フェニルグリシジルエーテル、アルキルグリシジルエー
テル、アルキレングリコールグリシジルエーテル、シクロヘキセンオキサイド、α－オレ
フィンオキサイド、またはエポキシ化合物，例えばエポキシ化大豆油、およびＳｉｎｇｈ
ら（米国特許出願第１１／２５０２１９号、第２００６０１１６３１０号として公開、段
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落３４～４２、参照により明白に本明細書に組入れる）によって記載されるもの、のうち
１種以上が挙げられる。
【００５１】
　冷媒組成物の動粘度（４０℃にてＡＳＴＭ　Ｄ４４５－０６に従って測定される）は、
約３ｃＳｔ超、好ましくは約５ｃＳｔ超、および最も好ましくは１０ｃＳｔ超であること
ができる。冷媒組成物は、動粘度（４０℃にてＡＳＴＭ　Ｄ４４５－０６に従って測定さ
れる）約４００ｃＳｔ未満、より好ましくは約２２０ｃＳｔ未満、および最も好ましくは
約１６０ｃＳｔ未満を有することができる。
【００５２】
　全体の得られる冷媒組成物は、比較的低い総酸価、好ましくは約３．３ｍｇＫＯＨ／ｇ
未満（より好ましくは約２ｍｇＫＯＨ／ｇ未満）を、ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７で１
４日間１７５℃での、アルミニウム、銅および鉄の金属ストリップでのエージング後に示
すことができる。これはＡＳＴＭ　Ｄ６６４－０１によって測定される。よって、測定さ
れる、酸捕捉剤を含む冷媒組成物のエージング後の総酸価は、酸捕捉剤不含有であること
を除いて同じ組成を有する冷媒組成物のエージング後の総酸価の、好ましくは未満、より
好ましくは少なくとも２０％未満、更により好ましくは少なくとも４０％未満、および最
も好ましくは少なくとも６０％未満である。
【００５３】
　全体の得られる冷媒組成物は、比較的低い総ハロゲン化物濃度（または、より詳細には
、比較的低いフッ素イオン濃度）、約２４０ｐｐｍ未満、好ましくは約４０ｐｐｍ未満、
より好ましくは約１０ｐｐｍ未満、および最も好ましくは約５ｐｐｍ未満を、ＡＮＳＩ　
ＡＳＨＲＡＥ　９７で１４日間１７５℃での、アルミニウム、銅および鉄の金属ストリッ
プでのエージング後に示すことができる。これはイオンクロマトグラフィによって測定さ
れる。冷媒組成物は、比較的低い総有機酸濃度、約６００ｐｐｍ未満、好ましくは約２０
０ｐｐｍ未満、およびより好ましくは約１００ｐｐｍ未満を、ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　
９７で１４日間１７５℃での、アルミニウム、銅および鉄の金属ストリップでのエージン
グ後に示すことができる。これはイオンクロマトグラフィによって測定される。
【００５４】
　本発明の、全体の得られる冷媒組成物はまた、添加剤または添加剤パッケージ（以下：
極圧添加剤、耐摩耗添加剤、酸化防止剤、高温安定剤、潤滑添加剤、粘度指数向上剤、金
属不活性化剤、腐食防止剤、洗剤、分散剤または泡止剤の１種または任意の組合せを有す
るもの）を含むことができる。極圧添加剤は、冷媒組成物の潤滑性および耐力特性を改善
する。好ましい添加剤としては、米国特許第５，１５２，９２６号；第４，７５５，３１
６号（参照により本明細書に組入れる）に記載されるものが挙げられる。特に、好ましい
極圧添加剤としては、（Ａ）トリルトリアゾールまたはその置換誘導体、（Ｂ）アミン（
例えばＪｅｆｆａｍｉｎｅ　Ｍ－６００）および（Ｃ）第３成分であって（ｉ）エトキシ
ル化ホスフェートエステル（例えばＡｎｔａｒａ　ＬＰ－７００型）、または（ｉｉ）ホ
スフェートアルコール（例えばＺＥＬＥＣ　３３３７型）、または（ｉｉｉ）ジンクジア
ルキルジチオホスフェート（例えば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　５１３９，５６０４，５１７８
，もしくは５１８６型）、または（ｉｖ）メルカプトベンゾチアゾール、または（ｖ）２
，５－ジメルカプト－１，３，４－トリアジアゾール誘導体（例えば、Ｃｕｒｖａｎ　８
２６）またはこれらの混合物であるもの、の混合物が挙げられる。使用できる添加剤の追
加の例は、米国特許第５，９７６，３９９号（Ｓｃｈｎｕｒ，５：１２－６：５１、参照
により本明細書に組入れる）で与えられる。
【００５５】
　冷媒組成物は、キットとして供給できる。例えば、冷媒組成物は、冷媒成分（これは冷
媒の殆どまたは全部を含有できる）および潤滑剤成分（これは潤滑剤の殆どまたは全てを
含有できる）を、冷媒成分、潤滑剤成分または両者に添加する各添加剤とともに含むキッ
トとして供給できる。１つの例において、添加剤の全てを、冷媒成分または潤滑剤成分の
いずれかに添加する。例えば、添加剤の本質的に全部は、潤滑剤成分中にあることができ
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、そして、冷媒成分は、本質的に冷媒からなることができる。
【００５６】
　本発明の別の側面は、保冷装置を充填する方法であって、冷媒組成物（本発明で記載す
るように、冷媒、潤滑剤、およびシロキサンを含む）を調製するステップを含み、ならび
に、該装置に冷媒を充填することによってこれを冷却用に使用できるようにするステップ
を更に含む方法である。
【００５７】
　酸価は、ＡＳＴＭ　Ｄ６６４－０１に従い、ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ単位で測定する。総ハロ
ゲン化物濃度、フッ素イオン濃度、および総有機酸濃度は、イオンクロマトグラフィによ
って測定する。冷媒システムの化学的安定性は、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏ
ｆ　Ｈｅａｔｉｎｇ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ａｉｒ－　Ｃｏｎｄｉｔｉ
ｏｎｉｎｇ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ（ＡＳＨＲＡＥ）　Ｓｔａｎｄａｒｄ　９７－１９９（
ＲＡ　２００３）に従って測定する。潤滑剤の粘度は、４０℃にてＡＳＴＭ　Ｄ－７０４
２に従って試験する。
【００５８】
　本明細書で列挙する任意の数値は、任意の下側値と任意の上側値との間に少なくとも２
単位の分離が存在することを条件に、１単位の増分で下側値から上側値までの全ての値を
包含する。例えば、可変の、成分の量またはプロセスの値，例えば温度、圧力、時間等が
、１～９０、好ましくは２０～８０、より好ましくは３０～７０であると記載する場合、
１５～８５、２２～６８、４３～５１、３０～３２等の値が、この特定において明白に列
挙されることを意図する。１未満の値については、１単位は０．０００１、０．００１、
０．０１または０．１と適宜考える。これらは、列挙される下限値と上限値との間の数値
の具体的な意図および全ての可能な組合せが何であるかは、本件において同様の様式で明
白に記載されていると考えるべきであることの例にすぎない。理解できるように、本明細
書で「質量部」と表現される量の教示は、質量パーセント単位で表現される同じ範囲も意
図する。よって、「得られるポリマーブレンド組成物の「Ｘ」質量部」の単位での範囲の
、発明の詳細な説明における表現もまた、得られるポリマーブレンド組成物の質量パーセ
ントでの同じ列挙量「Ｘ」の範囲の教示を意図する。
【００５９】
　特記がない限り、全ての範囲は、両方の端点および該端点の間の全ての数を含む。範囲
に関係する「約」または「ほぼ」の使用は、範囲の両端に当てはまる。よって。「約２０
～３０」は、「約２０～約３０」を、特定した端点を少なくとも含んで網羅することを意
図する。
【００６０】
　全ての論説および文献（特許出願および公開公報等）の開示は、参照により本明細書に
組入れるものとする。組合せを説明するための用語「本質的に・・からなる」は、特定し
た要素、含有成分、部材またはステップ、および他の要素、含有成分、部材またはステッ
プであって組合せの基本的および新規な特性に物質的に作用しないものを包含するものと
する。要素、含有成分、部材またはステップの組合せを説明するために用いる用語「含む
」または「包含する」は、本明細書において、本質的に該要素、含有成分、部材またはス
テップからなる態様も意図する。
【００６１】
　複数の要素、含有成分、部材またはステップは、単独の一体化された要素、含有成分、
部材またはステップによって与えることができる。代替として、単独の一体化された要素
、含有成分、部材またはステップは、別個の複数の要素、含有成分、部材またはステップ
に分割できる。要素、含有成分、部材またはステップを説明するための”ａ”または”ｏ
ｎｅ”の開示は、追加の要素、含有成分、部材またはステップの排除を意図しない。特定
の族に属する元素または金属に対する本明細書の全ての参照は、ＣＲＣ　Ｐｒｅｓｓ，　
Ｉｎｃ．，１９８９が刊行しおよび著作権を有する元素周期表を意味する。１つまたは複
数の族の任意の参照は、族の番号付けについてＩＵＰＡＣ系を用いてこの元素周期表に表
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される１つまたは複数の族であるものとする。
【００６２】
　本明細書で用いる用語「ポリマー」および「重合」は、一般的であり、そして、より具
体的な場合の「ホモ－およびコポリマー」ならびに「単独－および共重合」の一方または
両者をそれぞれ包含できる。
【００６３】
　上記説明は例示であって限定的ではないと意図されることが理解される。与えられる例
以外にも多くの態様及び多くの用途が、上記説明を読んだ当業者に明らかとなろう。従っ
て、本発明の範囲は、上記説明の参照で決定すべきでなく、添付の特許請求の範囲、更に
はこのような特許請求の範囲が権利を与える均等の範囲全ての参照で決定すべきである。
全ての論説および文献（例えば特許出願および公開公報）の開示は、参照により本明細書
に組入れるものとする。特許請求の範囲における主題の任意の側面であって本明細書で開
示されるものの省略は、このような主題の放棄を意図するものではなく、発明者がこのよ
うな主題を開示される発明の主題の一部として考慮しなかったと考えるべきでもない。
本開示は以下も包含する。
［１］
　エアコンディショナーにおいて使用するための改善された冷媒組成物であって：
　ｉ）フルオロカーボンを含み該フルオロカーボンが冷媒組成物の少なくとも約５０質量
％の濃度で存在する、冷媒；
　ｉｉ）冷媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減する潤滑剤；および
　ｉｉｉ）シロキサン、活性化された芳香族化合物、またはこれらの任意の混合物、を含
む酸捕捉剤；
を含む、改善された冷媒組成物。
［２］
　酸捕捉剤が、フリーデル－クラフツ付加反応に対して活性化された芳香族分子を含む、
［１］に記載の改善された冷媒組成物。
［３］
　酸捕捉剤が、少なくとも１つのシロキシ官能基を含有する分子を含む、［１］または［
２］に記載の改善された冷媒組成物。
［４］
　酸捕捉剤がシロキサンを含み、かつフルオロカーボンがヒドロフルオロカーボンを含む
、［１］～［３］のいずれかに記載の冷媒組成物。
［５］
　シロキサンが、１～約１２個の炭素原子を含有するアルキルシロキサンであり、該シロ
キサンが、冷媒組成物の総質量基準で約０．００５０質量％～約１０質量％の濃度で存在
し、そして酸捕捉剤がフルオロアルキルポリシロキサンではない、［１］～［４］のいず
れかに記載の冷媒組成物。
［６］
　シロキサンが、ポリジメチルシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、またはこれらの
任意の混合物からなる群から選択される、［１］～［５］のいずれかに記載の冷媒組成物
。
［７］
　シロキサンがヘキサメチルジシロキサンを含む、［１］～［６］のいずれかに記載の冷
媒組成物。
［８］
　ｉ）冷媒組成物が、ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアルミ
ニウム、銅および鉄の金属ストリップでのエージングの後に１つの液相を有し；
　ｉｉ）冷媒組成物が、ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアル
ミニウム、銅および鉄の金属ストリップでのエージングの後に総酸価約３．３ｍｇＫＯＨ
／ｇ未満を有し；または、
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　フルオロカーボンがヒドロフルオロカーボンを含み、かつ潤滑剤およびヒドロフルオロ
カーボンが約０℃～約４０℃で混和可能である、［１］～［７］のいずれかに記載の改善
された冷媒組成物。
［９］
　フルオロカーボンが、分子当たり３～１２個の炭素原子および少なくとも約３個のフッ
素原子を含有するヒドロフルオロカーボンを含み、そして該ヒドロフルオロカーボンが、
地球温暖化係数（ＧＷＰ）約１０未満を有する、［１］～［８］のいずれかに記載の冷媒
組成物。
［１０］
　フルオロカーボンが、冷媒組成物の総質量基準で少なくとも７０質量％の濃度で存在す
る、［１］～［９］のいずれかに記載の冷媒組成物。
［１１］
　潤滑剤が第１のポリアルキレングリコールを含み、該第１のポリアルキレングリコール
が、第１のポリアルキレングリコールモノオール、ポリアルキレンジオールまたはこれら
の任意の組合せを含む、［１］～［１０］のいずれかに記載の冷媒組成物。
［１２］
　第１のポリアルキレングリコールが、プロピレンオキサイドホモポリマーまたはポリエ
チレンオキサイドホモポリマーであって式Ｉ：
Ｚ－［－（ＣＨ2－ＣＨ（Ｒ1）－Ｏ－）n－Ｒ2］p　（式Ｉ）
（式中、ｐは１～約８の範囲の整数であり、ｎは約１５～約１００の平均値を有し、Ｒ1

はＨまたはＣＨ3であり、Ｒ2はＨまたは１～６炭素原子のアルキル基であり、そしてＺは
ｐ活性水素を有する化合物の残基である。）
で表されるものを含む、［１１］に記載の冷媒組成物。
［１３］
　第１のポリアルキレングリコールが、プロピレンオキサイドとエチレンオキサイドとの
ランダムコポリマーを含む、［１１］または［１２］に記載の冷媒組成物。
［１４］
　シロキサンがアルキルシロキサン、アリールシロキサン、またはアリールおよびアルキ
ルの置換基の混合物を含有するシロキサンを含む、［１］～［１３］のいずれかに記載の
冷媒組成物。
［１５］
　フルオロカーボンが、ＧＷＰ約１０未満およびＯＤＰ約ゼロを有するヒドロフルオロカ
ーボンを含み、潤滑剤が、第１のポリアルキレングリコールを含み、そして酸捕捉剤が、
第２のポリアルキレングリコールと、シロキサンまたはトリアルキルシリルクロリドのい
ずれかとの反応生成物である付加物を含むことにより該付加物が少なくとも１つのシロキ
シ基を含むものであり、該冷媒組成物は、
　ｉ）ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアルミニウム、銅およ
び鉄の金属ストリップでのエージングの後に１つの液相を有するか；または
　ｉｉ）ＡＮＳＩ　ＡＳＨＲＡＥ　９７による１４日間１７５℃でのアルミニウム、銅お
よび鉄の金属ストリップでのエージングの後に総酸価約３．３ｍｇＫＯＨ／ｇ未満を有す
るか；
のいずれかまたは両者を示し、該第１のポリアルキレングリコールおよび該ヒドロフルオ
ロカーボンが、約－４０℃～約６０℃で混和可能である、［１］に記載の冷媒組成物。
［１６］
　付加物が、第２のポリアルキレングリコールとシリルクロリドとの反応生成物を含む、
［１５］に記載の冷媒組成物。
［１７］
　シリルクロリドが、式ＩＩ：
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【化１】

（式中、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5はアルキル、芳香族、アリル、または水素であり、かつ各々が約
０～約４個の炭素原子を含有する。）
の構造を有する、［１６］に記載の冷媒組成物。
［１８］
　シリルクロリドがトリメチルシリルクロリドを含む、［１７］に記載の冷媒組成物。
［１９］
　酸捕捉剤が、式ＩＩＩ：
【化２】

（式中、ｐは、約１～約８の範囲の整数であり、
　ｎの平均値は約１５～約１００の範囲であり、
　Ｒ9はＨまたはＣＨ3であり、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8は各々が約１～約１００個の炭素原子を含
有するアルキル基、約１～約１００個の炭素原子を含有するアリール基、またはこれらの
任意の組合せであり、そして
　Ｚは、ｐ活性水素を有する化合物の残基である。）
で与えられる構造を有するシロキサンを含む、［１］に記載の冷媒組成物。
［２０］
　［１］～［１９］のいずれかに記載の冷媒組成物のためのキットであって：
　ｉ）ヒドロフルオロカーボンを含みＧＷＰ約１０未満およびＯＤＰ約ゼロを有する冷媒
成分；ならびに
　ｉｉ）冷媒システムにおける１つ以上の機構部分の摩耗を低減するための潤滑剤を含む
潤滑剤成分；
を含み、該キットが、酸捕捉剤を更に含み、該酸捕捉剤が、シロキサン、活性化された芳
香族化合物、またはこれらの任意の混合物を含み；
　該冷媒成分が酸捕捉剤を含むか、該潤滑剤成分が酸捕捉剤を含むか、該キットが、酸捕
捉剤を含む酸捕捉剤成分を含むか、またはこれらの任意の組合せである、キット。
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